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研究会世話人 :中川尚史 (京大 ･理学研究科),杉浦秀






































































































薄田玲子 (京都大 ･霊長研)･土居裕和 (長崎大 ･医歯薬
総合研) ･正高信男 (京都大 ･霊長研)『手書き文字観
察時における自己情報の処理一事象関連電位計測によ
る検討』





























































































































































4.子宮内膜症モデル :岡林佐知 (祉 ･予防術生協会)













日時 :2009年3月5日 (木)-3月7日 (土)






セッション ｢形建一I｣座長 :中務宍人 (京大 ･理)
柿崎智子 (群馬県立自然史博物館)｢考古資料からみたイ
ノシシ,サルの形態変異｣





















































































































































抑 (日本モンキーセンター ),河野礼子 (国立科学仰物
仰･人手罰研究部)
･総合討言論
懇親会 会場:多口的ホール
3ノ115日
セッション2:柁燥地粥でどう生きるか
･酒井哲弥 (馴R大学･理工学部)rモンスーン気候の特
徴とその発達｣
･小川秀司 (中京大学･国際教弟学部)｢サバンナウッド
ランドのチンパンジーの生活パターン｣
･山極好一 (京都大学･理学研究科)｢フオールバックフ
ードと形態,行動の進化｣
･コメント:伊谷原- (京都大学･野生動物研究センタ
ー),■鈴木滋 (龍谷大学･国際文化学部)
･総合討論
セッション3:運動形態と二足歩行の進化
･久世狭子 (京都大学･理学研究科)｢野生オランウー タ
ンの樹上移動様式｣
･橋本千絵 (京都大学･霊長規研究所)｢野生チンパンジ
ーの樹上移動様式｣
･平崎鋭矢 (大阪大学･人間科学研究科)｢二足歩行とエ
ネルギー消費丑｣
･古市剛史 (京都大学･霊長類研究所)｢初期人類におけ
る二足歩行の進化の要因の再検討｣
･コメント:田代嫡子 (林原類人猿研究センター),五百
部裕 (椙山女学園大学･人間関係学部)
･総合討論
指定討論者 :井上英治 (京都大学･理学研究科),西川
ff理 (京都大学･理学研究科)
ヒトの誕生と進化について知りたい.そういった素
朴な興味から発した自然人類学･霊長類学の研究は,さ
まざまな分野で大きな発展を遂げてきた.とくに近年は,
アフリカの後期中新世の大型類人猿化石の発見や,アフ
リカ各地での類人猿の生態学的比較研究の進展で,人類
と大型類人猿の共通祖先の形態,社会,環境を考える上
で,多くのヒントがもたらされるようになってきた.ま
た,エチオピアで発見された後期中新世の析人才尉ヒ石は,
その解釈によってはヒトの誕生の時期を大きく見直す
必要を突きつけ,ゲノムの進化に関する新しい理論的研
兜とのすりあわせも必要になってきた.今回のホミニゼ
-シヨン研兜会では,形態学･生態学･迫伝学の研究者
がお互いの知見を持ち寄り,共通祖先についてわかって
いることについて情報を整理し,現段階で推定できるこ
と,今後検討を進めたいことについて討論を行った.
(文責 :古市剛史)
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